
 

 

 

本日よ 
 

 
 

 

 
 

８月２６日（火）に二学期始業式を行いました。まだまだ暑い日が続いていますが、会場となった体育

館は空調設備が整えられていますので、快適な環境の中で実施することができました。夏休みを終え、

学校に集まった生徒の皆さんの元気な姿に、学校全体が活気に包まれました。今回は式の中でお話し

た内容を一部再編集して以下に紹介します。 
 

いよいよ２学期が始まりました。老上中学校では、２学期に

一大イベント「老中祭（おいちゅうさい）」が開催されます。この

老中祭の成功に向けて、みなさんには「協力」や「団結」を合

言葉に、力いっぱい取り組んでほしいと思います。みなさんが

輝く姿を見られること、そしてたくさんの感動に出会えることを、

今からとても楽しみにしています。 

さて、２学期のスタートにあたり、みなさんにお話をしたいと

思います。それは「挨拶」についてです。 

「おはようございます」「こんにちは」「ありがとうございます」「さようなら」——老上中学校に来校され

た方々が、最初に口にされることのひとつが、「老上中学校の生徒さんは、本当によく挨拶をしてくれま

すね」という言葉です。このような声をいただくたびに、私はとても嬉しく、誇らしい気持ちになります。み

なさんが日頃から「挨拶」を大切にしていることが、多くの方々にしっかりと伝わっているのです。 

生徒会でも積極的に挨拶運動に取り組んでくれていますし、私自身、みなさんと校内で出会ったとき

に、いつも気持ちのよい挨拶をしてもらっています。挨拶は、言葉だけではありません。遠くから相手の

存在に気づいたときに手を振ることも挨拶ですし、駅やお店で出会ったときに静かに会釈するのも、そ

の場にあわせた挨拶だと思います。また、気持ちを込めて手紙を書くことも、挨拶のひとつの形だと思

います。どの挨拶にも、温かい気持ちが込められていて、受け取る側も心がほっとします。 

別の例を紹介します。お盆明けの職員室での出来事です。 

場面①   

私：「おはようございます。」 

職員 A：「おはようございます。」 

私：「お盆はいかがでしたか？ゆっくりできましたか？」 

職員 A：「はい、おかげさまで。ありがとうございます。先生はいかがでしたか？」 

場面② 

私：「こんにちは。」 

職員 B：「こんにちは。」 

（以前、私が指先を少しケガしていたことを覚えていてくださった職員 B さん） 

職員 B：「先生、ケガの具合はいかがですか？」 

私：「ありがとうございます。もう大丈夫です。」 
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また別の場面で、ある生徒さんとの会話の中でのことです。 

場面③ 

私：「さようなら。」 

生徒 C：「さようなら。」 

私：「雨が降っているので気をつけて帰ってください。」 

生徒 C：「ありがとうございます。 

先生もお帰りのときには気をつけてくださいね。」 
 

このように、「…先生はいかがでしたか？」「…ケガの具合はいかがですか？」「…先生もお帰りのと

きには気をつけてくださいね。」挨拶から自然に会話が広がり、心が通い合う瞬間が生まれます。どの

場面でも、私はとても温かい気持ちになりました。 

そこで、今日はこの「挨拶」について、少しだけ深く考えてみたいと思います。 

パナソニックの創業者・松下幸之助さんは、「挨拶は心のビタミン」と表現されています。挨拶の語源は、

禅の言葉「一挨一拶（いちあいいちさつ）」に由来すると言われています。「挨（あい）」には「心を開く」、

「拶（さつ）」には「心に近づく」という意味があるそうです。つまり、挨拶とは、自分の心を開き、相手の

心に近づいていく行為。単なる言葉のやり取りではなく、相手を思い、尊重し、自ら声をかけることが、

人間関係を温かく豊かにし、信頼を育む第一歩になるのです。 

また、１学期終業式でお話しした２つの「こうどう」の視点からも、挨拶の意味を考えてみましょう。 

ひとつ目は「考動」。これは、持続可能な社会を創るために、自分で考え、意味のある行動をとること

です。挨拶は、相手を思いやり、信頼を育て、温かい社会を持続させる力になります。１年後も、１０年

後も、２０年後も、ずっと大切にされる社会であってほしいと思います。 

もうひとつは「幸動」。これは、ウェルビーイング、つまり心の豊かさや幸せを感じられる行動のことで

す。挨拶を通して、自分も相手も笑顔になり、安心や喜びが生まれます。まさに、挨拶は「最幸（さいこ

う）」のプレゼントです。 

一日のスタートは「挨拶」から。挨拶の力で、学級・学年・学校全体が、温かく優しい雰囲気に包まれ

る場所になってほしいと願っています。 

まだまだ暑い日が続きます。水分補給や休憩など、暑さ対策をしっかりと行いながら、健康に気をつ

けて、今学期も生徒のみなさん、教職員のみなさんにとって、素晴らしく、感動あふれる学期になること

を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

老上中学校ホームページ 学校生活における生徒の皆さんの活躍や様子、学校の取 

組、その日の給食（写真付き）等を毎日アップしていきます。是非ともご覧いただき、たくさ 

んの「  いいね」を押していただけたらありがたいです。 

草津市立老上中学校｜トップページ (scblo.jp) （←クリック） 
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